
           令和７年５月２１日 NO. ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな実りを願い  

５年生が稲作「田植え」を体験 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育目標】

文責：門屋 深雪 

花巻市立湯本小学校校報 

 

 

 本日２１日に予定していた運動会の総練習は雨天のため、実施できませんでした。明日２２日も、天

気予報によると午前中は雨。雨の状況により、晴れても校庭の土が乾いていないと校庭使用ができなく

なることが屋外の活動の難しさです。校庭が使える状況は金曜日になるかもしれません。その場合は、

金曜日は部分的な全体練習に切り替えることになります。 

先週、先々週に実施した県内の小中学校も雨に苦労させられましたが、さて本校の運動会当日は？ 

運動会は、ほぼほぼ「ぶっつけ本番」に近いものになります。４年生以上の係の子ども達の動きが多

少ぎこちないかもしれませんが、一生懸命に役割に取り組む湯本の子ども達です。温かく見守ってくだ

さるとありがたいです。 

  

 

 

 

５月８日(木)、５年生が総合的な学習の一環

として田植えに挑戦しました。 

天候にも恵まれ、絶好の田植え日和でした。 

 水田に足を踏み入れるときには、絶叫と共に、

恐る恐る一歩を踏み出す子もいれば、思い切り

よく入っていく子もいました。 

少ない人数ながらも、大変まとまりがよく、物

事に一生懸命取り組む５年生。笑顔いっぱいに

協力しながら、あっという間に田植えを行いま

した。後片付けも、素早い‼ 

５年生の様子になんだか嬉しい気持ちでいっ

ぱいになりました。 

 ご指導頂いたのは、学習田をお貸しいただい

ている本校保護者の菊池政嘉さん、ＪＡいわて

花巻の皆様、ボランティアの皆様です。お忙しい

中、お力添えを頂き誠にありがとうございまし

た。 

５年生は、秋の稲刈りまで生長を見取って行

きます。 

 

 



湯本小学校いじめ防止基本方針について【概要版】 

 本校では、いじめ防止基本方針を設定しています。安全・安心な学校を目指し、一人一人の子ども達が

人権を守られる中で、生き生きと学校生活を送ることができるよう法的根拠に基づいて作成されている

ものです。いじめの未然防止・早期発見・早期対応に徹し、根絶に向けて取り組んでいきます。ここでは、

紙面の都合上、概要について、皆様にお知らせしたいと存じます。 

１ 基本的な考え方 

（１）定義（いじめ防止対策推進法：第２条） 

「いじめ」とは、児童生徒に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定

に人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を考える行為（インターネットを通じ

て行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものを

いう。 

＊本校では、「いじめを受けた」という児童の訴えを真摯に受け止め、いじめを受けた児童の立場に

立って対応に当たる。また、いじめにあたらないと思われる軽微な出来事にも、積極的に指導にあ

たり、意識の高揚を図る。 

（２）いじめに対する基本姿勢 

・いじめはどの児童にも、どの学校にもおこりうるものである。 

・いじめは人権侵害であり、人として決して許される行為ではない。 

・いじめは大人には気付きにくいところで行われることが多く、発見しにくい。 

・いじめはいじめられる側にも問題があるという見方は間違っている。 

・いじめはその行為の態様により、暴行、恐喝、強要等の刑罰法規に抵触する。 

・いじめは教職員の児童観や指導の在り方が問われる問題である。 

・いじめは家庭教育の在り方にも大きな関わりをもっている。 

・いじめは学校、家庭、地域社会等全ての関係者がそれぞれの役割を担い解決に当たる。 

２ 組織（いじめ防止対策推進法：第２２条） 

（１）名称  いじめ防止対策委員会 

（２）構成員 校長 副校長 生徒指導主事 教育相談担当 養護教諭 担任 

       必要に応じて構成員以外の関係者の招集 

（３）開催  定例会（毎月） 臨時部会等 

３ 未然防止・早期発見・早期対応の年間計画の一部 

  日常の指導を大切にする。温かな学級つくりやわかる授業、道徳や特別活動など学校生活の全ての

場において、思いやりの心や一人ひとりがかけがえのない存在であるといった命を大切にする心、自尊

感情や自己肯定感、自己有用感を育んでいく。 

  年間計画の中に 

・生活実態アンケート 

・児童アンケート 

・教育相談月間 

・児童主体によるいじめノックアウト宣言とその取組     

・かがやき運動       等 

 を位置づけ、全教職員で未然防止に取り組む。 

  いじめが発見された場合には、危機意識をもって迅速に対応する。事実確認を行い、保護者の理解や

協力を得ながら指導にあたり、必要に応じて関係機関との連携を図り解決に向かう。 

 

 

  相手の存在を互いに認め合い、多様性を学びながら、誰とでも温かな人間関係を築いていくことが

できるよう努めて参ります。 

今後も、保護者の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 


